
 
 

 

 

 

地域創成農学研究科 博士(前期)課程 
 

  



教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 特になし 教・出版社名１

オフィスアワー 週に1回オフィスアワーを設定する。（曜日・時間は研究室のドアに掲示する）

授業計画 担当者

第1回　農産物の生産技術

第2回　農産物の生産技術

第3回　育種技術

第4回　育種技術

第5回　植物病害防除

第6回　植物病害防除

第7回　植物保護

第8回　植物保護

第9回　植物クリニックセンター

第10回　成分の変化

第11回　成分の変化

第12回　食品加工

第13回　農産物の輸出

第14回　農産物の輸出

第15回　地域創成

第16回　まとめ・ディスカッション

谷坂

谷坂

桧原

桧原

相野

相野

森野

村上

相野

土井裕司

土井裕司

金沢

濱島

濱島

濱島

相野

課題や試験のフィード

バック方法
個々の学生とのディスカッション

履修条件・注意事項 特になし

事前学習・事後学習とそ

の時間
講義で配布する資料を復習し、理解できない点は担当教員に尋ねること。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション

評価方法と割合 学期末に実施する試験で評価する。

ルーブリック評価 ​/URL/tiiki.pdf​​​

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／１２．つくる責任・つかう責任／１５．陸の豊かさも守ろう

到達目標

本講義は、栽培・育種学、植物保護学、食品機能開発学、農業経済学それぞれの視点から見た、各地域の現状と問

題点、さらに地域創成の重要性を認識させつつ、地域創成を実現させるための解決策を考えさせる内容とする。上

記教育上の観点から、必要科目として、専任教員全員がオムニバス方式で講義を行う。本講義を通じて、農業生

産、食品加工、農業経営全般にわたる専門的知識や技術を習得し、第一次産業を主要産業とする地域社会や国際社

会における社会状況、特に農業事情に適格に捉えられる人材を養成することを目標とする。

授業概要

高付加価値作物の農産物の生産・育種技術、農産物に発生する各種病害の種類と防除方法、植物クリニックセン

ターの発展・利用、糖質やタンパク質などの栄養素及び二次代謝物含有量の栽培条件による変化、海外からの国境

を越えて輸入される食料・農産物の増加の拮抗力として直売場や六次産業化等を核とする地産・地消、地方創生等

について講述する。

30 授業形態 講義

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必修 単位数 2単位 時間数

授業科目名 地域創成農学特論 担当者

森野　真理、濱島　敦博、眞山　滋志、

谷坂　隆俊、村上　二朗、金沢　功、桧

原　健一郎、相野　公孝、氷見　英子、

土井　裕司

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 特になし 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

オフィスアワー 個人研究室にて、月曜～金曜の間、毎日18時30分～19時30分に実施。

授業計画 担当者

第1回　淡路島の農産物とその栽培特性　　　講義「AL」

第2回　タマネギの栽培方法　　　　　　　　講義「AL」

第3回　レタスの栽培方法　　　　　　　　　講義「AL」

第4回　修士論文研究で利用する作物の栽培　講義「AL」

第5回　日本の品種と育種目標の変遷　　　　講義「AL」

第6回　世界の品種と育種目標の動向　　　　講義「AL」

第7回　地域と作物　　　　　　　　　　　　講義「AL」

第8回　新しい栽培体系と品種　　　　　　　講義「AL」

桧原健一郎／谷坂隆俊

課題や試験のフィード

バック方法
各回で発表後にディスカッションを行う。

履修条件・注意事項 特になし。

事前学習・事後学習とそ

の時間

参考資料を第1回講義で配布を行うので、資料を参考に予習、復習を行う。最新の育種、栽培に関する研究論文も配

布するので日本語に要約する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション／その他のアクティブラーニング（複合的なもの等）

評価方法と割合 講義態度、論文発表の内容や質疑応答などから総合的に評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／９．産業と技術革新の基盤をつくろう／１３．気候変動に具体的な対策を

到達目標
穀物、蔬菜、花卉、果樹等の育種、栽培方法の観点から地域特有の農産物や栽培体系について学び、修士論文研究

の背景となる基礎知識を身につけることを目的とする。

授業概要

育種、栽培分野に関する国際的な研究ならびに日本の様々な地域における研究内容について概説する。また、現在

地域で起きている問題点と育種、栽培的な視点からの解決策に対して学生自らが考察するとともに、授業内におい

てそれらをまとめて発表、議論を行う。また、積極的に新しい育種、栽培方法についての知識を取り入れるため、

最新の学術論文を講義ごとに配布するので、それらを要約して、発表、議論も合わせて行う。

15 授業形態 講義

年次 2年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 1単位 時間数

授業科目名 地域創成農学特別講義Ⅰ 担当者 谷坂　隆俊、桧原　健一郎

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創2年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院

地域創成農研究科 地域博2年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 事前に資料配布 教・出版社名１

オフィスアワー
各回の授業後に担当教員が対応する。

授業計画 担当者

第1 回 植物の生体防御機構

第2回　抵抗性遺伝子と病原体認識機構

第3回　耐病性機構にかかわるタンパク質

第4回　細胞死現象（アポトーシス）の役割

第5回　全身誘導機構とそのシグナル伝達

第6回　ウイルスの細胞間移動

第7回　ウイルスに対する宿主抵抗性

第8回　ジーサイレンシングンの分子機構

相野公孝

相野公孝

相野公孝

相野公孝

相野公孝

村上二朗

村上二朗

村上二朗

課題や試験のフィード

バック方法
授業内でのディスカッション

履修条件・注意事項 植物病理学の知識を備えていること。授業内容の資料は毎回配布するので、ファイルを用意すること。

事前学習・事後学習とそ

の時間

参考資料を配布するので、第１回目授業からファイルを準備すること。また、講義で用いたスライドの配布を希望

する場合は、USBメモリーを用意すること。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション

評価方法と割合 レポートにより評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／１２．つくる責任・つかう責任／１５．陸の豊かさも守ろう

到達目標

植物と微生物、特に病原菌との相互作用の研究はますます重要となってきている。これらの情報を得ることによっ

て、植物病理の理解を深めるとともに、生態的な病害回避技術開発につながる。その目標は、安全で安定した植物

生産を確かにする植物病害防除法の開発に貢献することである。

授業概要

植物の病害発生は、病原体の病原性発現と植物の防御応答との攻防の結果である。本講では、植物細胞生理学的な

見地から、植物と病原体の相互認識応答に関わる現象を紹介し、分子レベルから見た植物の耐病性を、ポストゲノ

ム時代の植物免疫研究として論じる。

※実務経験のある教員による授業科目

本授業内容について、相野は38年間公的研究機関において日常的に実施していた項目であり、十分な実績を有して

いる。

15 授業形態
講義

年次 2年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 1単位 時間数

授業科目名 地域創成農学特別講義Ⅱ 担当者 村上　二朗、相野　公孝

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創2年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院

地域創成農研究科 地域博2年

ナンバリング



オフィスアワー それぞれの授業終了後の時限

授業計画 担当者

各担当者が以下の内容で講義を展開する。

第1回 　南あわじ産タマネギに含まれるケルセチンを含めてポリフェノールの機能性の講述（土井）

第2回　タマネギ外皮を利用した加工食品や化粧品などの開発の実例紹介（金沢）

第3回　海苔の色素などカロテノイド類の機能性の講述（土井）

第4回　色落ち海苔をスナック菓子に加工する開発研究の紹介（金沢）

第5回　シイタケ食物繊維のレンチナンの抗炎症機能の講述（土井）

第6回　食品・医薬品に用いる色素・機能性二次代謝物の微生物生産の講述（林）

第7回　鳴門わかめのフコキサンチンの機能性の講述 or ナルトオレンジに含まれるβ-クリプトキサンチンの機能

性の講述 or 淡路特産キンセンカの機能性を利用した食品開発実例の紹介（金沢）

第8回　放線菌・コリネ菌、乳酸菌・酵母などの微生物が産生する二次代謝物の基礎・応用研究と産業利用の講述

（林）

土井裕司、金沢　功、林

将也

課題や試験のフィード

バック方法
評価を討議する。

履修条件・注意事項 栄養化学、食品化学、生物学に関する知識を十分に備えていること。

事前学習・事後学習とそ

の時間

小論文課題として毎回の授業終了前に示した内容は、その講義の要点であるので、その内容に関する科学情報を集

めて復習する。そして、疑問点があれば、次回の講義あるいはオフィスアワーに質問する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション

評価方法と割合

毎回の授業終了前に、教員がその授業で講述した要点を課題として提示するので、それに対する回答を１０分ほど

で小論文として作成する。その内容から、講義内容の理解度（４０％）、論文の簡潔明瞭さ（３０％）、回答意見

の要約能力（３０％）を判定し、それを総合評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

１．貧困をなくそう／２．飢餓をゼロに／３．すべての人に健康と福祉を／８．働きがいも経済成長も／１１．住

み続けられるまちづくりを

到達目標

　農作物は、栽培法、土壌、気候などの条件で、糖質やタンパク質などの栄養素と二次代謝物とがその地域特有の

含有量となる。栄養素は甘味や旨味みを呈し、二次代謝物は苦味などの独特の味を呈するが、これらの混合比率に

よって地域特有の独特の味を形成する。一方、二次代謝物は、注目されている機能性成分であるものが多い。この

独特の味と機能性を持った作物が、その地域特産物である。

　さらに、我々の生活に関わる二次代謝物は、植物の二次代謝物にとどまらない。微生物の発酵・醸造能を利用し

た効率的な二次代謝物の生産が研究・産業の両面で盛んに行われている。このような二次代謝物は、ヒトの生活を

より豊かにより有意義にし、健康の維持・促進に役立つものである。身近な例では、微生物を利用した発酵・醸造

食品の生産や、微生物やその他の生物が生み出す生体触媒である酵素の産業利用、微生物により産生された抗生物

質・ビタミン・アミノ酸・核酸などの機能性化合物の食品・医薬品への応用などがある。

　本講義では、地域の特産物に含まれる、あるいは、特定の微生物が生産する機能性二次代謝物のヒト健康維持機

能を説明し、その二次代謝物を豊富に生産する作物や微生物について講述する。これらの講述から、地域特産農産

物の付加価値の意義、ならびに、特定の二次代謝物を含む発酵・醸造食品や機能性化合物により作られる食品・医

薬品の付加価値の意義を理解することを目標とする。

授業概要

１. 南あわじ特産タマネギに含まれるケルセチンを摂取した場合のヒト体タンパク質機能調節作用に基づくその機能

性の解説と、ケルセチンを豊富に含むタマネギ外皮を利用した加工食品、化粧品、医薬品の開発実例の紹介。鳴門

わかめや昆布などの褐藻の食物繊維であるフコイダンの、エイコサノイド分泌調節作用、明石海苔の品質向上研究

の紹介と、色落ち海苔を機能性食素材として開発する研究の紹介。

２. 地域特産シイタケに含まれるβ-1,3；1,6-グルカンのレンチナンの、腸上皮細胞サイトカイン受容体発現調節を

介した腸炎予防作用の説明。

３. 鳴門わかめに含まれるフコキサンチンのPPARsを介した脂質代謝系調節機能の解説とその応用例の紹介。ナルト

オレンジに含まれるβ-クリプトキサンチンの機能性解説とそれを利用した香味加工食品開発の講述。淡路特産キン

センカに含まれるフラボルテインの機能性開発研究と、キンセンカの特異な色を応用した加工食品開発の実例の紹

介。

4. 放線菌・コリネ菌、乳酸菌・酵母などの有用微生物を用いた二次代謝物を含む発酵・醸造食品、ならびに、二次

代謝物を添加した食品・医薬品の基礎・応用研究と産業利用の紹介。

15 授業形態 講義

年次 2年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 1単位 時間数

授業科目名 地域創成農学特別講義Ⅲ 担当者 金沢　功、土井　裕司、林　将也

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創2年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院

地域創成農研究科 地域博2年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 栄養機能化学　第3版 参・出版社名１ 朝倉書店

参・著者名１ 栄養機能化学研究会編集 参・ＩＳＢＮ１ 9784254431179

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 寺尾純二・山西倫太郎・高村仁知 教・ＩＳＢＮ１ 978-4-332-04059-0

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 三訂　食品機能学 教・出版社名１ 光生館

各担当者が以下の内容で講義を展開する。

第1回 　南あわじ産タマネギに含まれるケルセチンを含めてポリフェノールの機能性の講述（土井）

第2回　タマネギ外皮を利用した加工食品や化粧品などの開発の実例紹介（金沢）

第3回　海苔の色素などカロテノイド類の機能性の講述（土井）

第4回　色落ち海苔をスナック菓子に加工する開発研究の紹介（金沢）

第5回　シイタケ食物繊維のレンチナンの抗炎症機能の講述（土井）

第6回　食品・医薬品に用いる色素・機能性二次代謝物の微生物生産の講述（林）

第7回　鳴門わかめのフコキサンチンの機能性の講述 or ナルトオレンジに含まれるβ-クリプトキサンチンの機能

性の講述 or 淡路特産キンセンカの機能性を利用した食品開発実例の紹介（金沢）

第8回　放線菌・コリネ菌、乳酸菌・酵母などの微生物が産生する二次代謝物の基礎・応用研究と産業利用の講述

（林）

土井裕司、金沢　功、林

将也



参・書籍名２ 服部信司『TPP問題と日本農業』 参・出版社名2 農林統計協会、2011年

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 本間 正義『農業問題: TPP後、農政はこう変わる』 参・出版社名１ ちくま新書、2014年。

参・著者名１
福田晋編著『農畜産物輸出拡大の可能性を探る　戦略的マーケティングと物流シス

テム』
参・ＩＳＢＮ１ 農林統計協会，2016年

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

オフィスアワー 水曜日３限

授業計画 担当者

濱島

課題や試験のフィード

バック方法
試験後に振り返りを行う。

履修条件・注意事項

事前学習・事後学習とそ

の時間
予復習として、講義が始まる前に前回のレジュメ資料に目を通しておくこと。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション

評価方法と割合 試験（100%）によって判断する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／８．働きがいも経済成長も／９．産業と技術革新の基盤をつくろう

到達目標

本講義では、「農産物貿易と日本農業」をテーマとし、農産物貿易に関する経済学的知識に基づく一般的な貿易理

論を習得した上で、近年のＴＴＰ問題に代表されるような自由化が日本農業に与える影響を理解することを到達目

標とする。また、併せて、近年社会的関心を集めている、日本の農産物の海外市場への進出状況もｊ教授する。

授業概要

本講義は２段階構成となっている。まず、前半では、ヘクシャー・オーリンの定理など経済学における国際貿易理

論の概要を説明し、自由貿易と保護貿易を巡る議論の構造やガット・ラウンドやＷＴＯの設立の意義などを経済学

的に把握し、近年の「ＴＴＰ問題」などグローバル化の進展が日本農業に与える影響を教授する。後半部分では、

「攻めの農業」というキーワードに代表されるように、日本の農産物・食品の海外進出状況について教授してい

く。

15 授業形態 講義

年次 2年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 1単位 時間数

授業科目名 地域創成農学特別講義Ⅳ 担当者 濱島　敦博

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創2年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院

地域創成農研究科 地域博2年

ナンバリング



参・書籍名２ 生物多様性と生態学 参・出版社名2 朝倉書店

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 「森林生態学」　日本生態学会編 参・出版社名１ 共立出版

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 特になし 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 特になし（必要に応じて、適宜資料を配布する） 教・出版社名１

オフィスアワー （火）12：30～13：30

授業計画 担当者

１．生態系、生態系機能と生物多様性との関係、生態系サービスの概念について概説。

２．自然生態系と農地生態系の共通点と相違点

３．生態系機能・生態系サービスの観点からみた地域の農業生産活動に関する具体的な課題の解説。

各課題について情報探索を行い、解決策について考察をまとめて発表・議論する。

森野

課題や試験のフィード

バック方法
発表課題に対し、ディスカッションを行う。

履修条件・注意事項 生物学を復習しておくこと。

事前学習・事後学習とそ

の時間
講義資料を使用し、予習・復習をする。各1時間を目安とする。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション

評価方法と割合
知識の習得程度を確認するための講義内の小テスト（30％）、問題の理解と解決策を提示する能力を確認するため

の課題発表・レポート（40％）、試験（30％）で総合的に評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

１５．陸の豊かさも守ろう

到達目標

「地域スケールで農業生産活動と環境との相互作用を理解する」をテーマとする。学生が、自然生態系と農耕地生

態系の共通点と相違点を理解し、農業生産活動と環境との相互作用がもたらす問題について、生態系機能・生態系

サービス観点から考察する能力を身につけることを、到着目標とする。そのために生態学の基礎を理解したうえ

で、農業生産活動と環境との相互作用がもたらす問題に対し、解決策を自ら考え、提示することを課題とする。

授業概要

農業生産活動と環境との相互作用がもたらす問題について考察するためには、まず、生態系、生態系機能と生物多

様性との関係、生態系サービスの概念について学習し、自然生態系を農地生態系の共通点と相違点について理解す

る。つぎに、地域の農業生産活動に関する具体的な課題をとりあげ、生態系機能・生態系サービスの観点から問題

を解説する。各課題については、演習を通じて自ら調べ、解決策について考察をまとめて発表・議論する。

30 授業形態 講義

年次 1年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必修 単位数 2単位 時間数

授業科目名 地域環境学特論 担当者 森野　真理

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教科書

教・書籍名１ 特になし。 教・出版社名１

オフィスアワー 各回の講義後に対応する。

授業計画 担当者

第1回 栽培の現状と課題

第2回 輸入・輸出関連法と植物防疫

第3回 海外における生物的防除の現状

第4回 植物バイオテクノロジーの現状と課題

第5回 植物病害の大流行の今昔

第6回 国際農業機関の取り組み

第7回 海外育種の現状

第8回 機能性食品の科学的根拠

第9回 海外の機能性食品事情

第10回 世界が求める日本の農産物

第11回 世界の糖質加工産業-１

第12回 世界の糖質加工産業-２

第13回 世界の発酵乳

第14回 中国の農業

第15回 試験　or まとめ

谷坂隆俊

相野公孝

相野公孝

桧原健一郎

眞山滋志

村上二朗

氷見英子

森野真理

土井裕司

金沢功

福田惠温

福田惠温

林将也

濱島敦博

谷坂隆俊

課題や試験のフィード

バック方法
講義後にディスカッションを行う。

履修条件・注意事項 特になし。

事前学習・事後学習とそ

の時間
講義で配布する資料を復習し、理解できない点は担当教員に尋ねること。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション

評価方法と割合 学期末に実施する試験で評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／３．すべての人に健康と福祉を／１２．つくる責任・つかう責任／１５．陸の豊かさも守ろう

到達目標

本講義は、本専攻専任教員が海外で行った調査研究、及び文献調査に基づいて獲得、整理した知見を基に、世界各

国における農業生産、農業技術、食品加工技術、農業経営、農産物・加工食品、経済について、各国の現状、優れ

た点、および問題点について解説しつつ、受講生が国際社会で活躍することの意義、およびその際に留意すべき点

について教授する。専任教員全員が、それぞれの専門分野について、オムニバス方式で講義を行う。世界各国にお

ける農業生産、農表技術、食品加工技術、農業経営、農産物・加工食品、経済を的確に捉え、各地域における問題

の掘り起こしと解決策する能力を有し、それら地域（国）の発展に寄与できる国際的社会人を養成することを目標

とする。

授業概要

海外、特にアジア諸国、米国における農業生産、食品加工、流通販売について各分野の専任教員が解説する。海外

における栽培・育種の現状と今後の展開、海外における総合的病害虫管理の取組み事例の有効性や今後の展開、黒

大豆や昆布などの日本の伝統食材、カリフォルニア州と中国・黒龍江省における稲作の発展過程、中国農業・農村

の様態変化及び構造変動、生態系サービスと農業、等について講述する。

30 授業形態 講義

年次 1年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必修 単位数 2単位 時間数

授業科目名 国際農業学特論 担当者

森野　真理、濱島　敦博、眞山　滋志、

谷坂　隆俊、村上　二朗、金沢　功、桧

原　健一郎、福田　惠温、相野　公孝、

氷見　英子、土井　裕司、林　将也

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 特になし。 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・書籍名２ 教・出版社名2



教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

オフィスアワー 随時、メール等で日時を相談して設定する。

授業計画 担当者

第１回  農業経営学特論の課題と方法

第２回  農業経営の特徴と課題

第３回  農業経営を取り巻く環境変化

第４回  農業経営の目標と経営管理

第５回  農業経営戦略（その１）―競争戦略―

第６回  農業経営戦略（その２）―規模・多角化戦略―

第７回  農業経営戦略（その３）―マーケティング戦略―

第８回  農業経営規模と集約度

第９回  農業経営の法人化と企業形態

第10回  農業組織化と組織経営

第11回  農業経営と農業政策、農業諸団体（農業協同組合）

第12回  地域活性化と地域農業経営

第13回  農業経営分析（その１）―家族経営分析―

第14回  農業経営分析（その２）―企業経営分析―

第15回  まとめ―農業経営の実践に向けて―

高田 理

高田 理

高田 理

高田 理

高田 理

高田 理

高田 理

高田 理

高田 理

高田 理

高田 理

高田 理

高田 理

高田 理

高田 理

課題や試験のフィード

バック方法
授業での発表・ディスカッション、レポートなどについて授業中に評価・解説してフィードバックする。

履修条件・注意事項 ミクロ経済学の基礎知識を持っていること。

事前学習・事後学習とそ

の時間

事前学修：食料や農業、農村についての情報に常に関心をもち、情報収集し、問題意識をもって（学びたいことを

準備して）授業に臨むこと。

事後学修：授業の内容を復習し、興味をもったことは、自ら調べ理解を深めること。

事前、事後学修、各２時間を目安とする。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション

評価方法と割合 授業での発表・ディスカッション、レポートを総合して評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

１．貧困をなくそう／２．飢餓をゼロに／３．すべての人に健康と福祉を／４．質の高い教育をみんなに／７．エ

ネルギーをみんなに・そしてクリーンに／８．働きがいも経済成長も／９．産業と技術革新の基盤をつくろう／１

１．住み続けられるまちづくりを／１２．つくる責任・つかう責任／１３．気候変動に具体的な対策を／１５．陸

の豊かさも守ろう／１７．パートナーシップで目標を達成しよう

到達目標

農業経営を維持・発展させていくためには、経営を取り巻く環境変化を正確に把握し、環境変化に適合する戦略、

形態をとっていくことが重要である。本授業では、農業経営が直面している課題や環境変化を理解するとともに、

それらを解決、適合していくための対策を経営戦略論、経営管理論、経営形態論、経営分析論などにもとづいて検

討することによって、農業経営の課題解決や新しい経営価値を創造できる知識と技術（能力）を習得、高めること

ができるようになることを到達目標とする。

授業概要

農業経営は、常にPlan（計画）-Do（実行）-See（検証）といったマネジメント・サイクル（近年はPDCAサイク

ル）を繰り返し、経営を維持・発展させている。このことから、本授業では、まず、農業経営の特質、環境変化、

課題を理解し、それにもとづく目標・計画について検討する。次いで、その目標・計画を実行していくための、

様々な経営戦略（競争戦略、多角化戦略、マーケティング戦略など）、経営規模、経営形態（企業形態、組織形

態）、さらには農業政策や関連機関・団体、地域との関係ついて検討する。最後に、実行結果の分析（経営分

析）・検討を通じて次期への改善策について考えていく。

30 授業形態 講義

年次 1年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 農業経営学特論 担当者 高田　理

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 現代農業のマネジメント 参・出版社名１ 日本経済評論社

参・著者名１ 木村伸男 参・ＩＳＢＮ１ 978-4-8188-1988-7

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１
Collins Cobuild Dictionaries for Learners - Collins Cobuild Advanced Learner's

Dictionary
参・出版社名１ Collins Cobuild

参・著者名１ Collins 参・ＩＳＢＮ１

ISBN-10 0008444900 ‏ : ‏

ISBN-13 978 ‏ : ‏-

0008444907

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

オフィスアワー 事前にアポイントを取れば、対応する。

授業計画 担当者

受講者の研究分野に合わせた学術論文を探し、丹念に読み込むことで内容を理解する。一度理解した内容を次に

他人に説明できるレベルまで深く理解する。そのあと再度論文に戻り、内容と英語表現との突き合せを行うこと

で、学術論文に頻出する英語表現を理解する。

氷見

課題や試験のフィード

バック方法
毎回の授業でのディスカッションを通じてフィードバックを行う。

履修条件・注意事項
辞書を持参すること。電子辞書よりは紙の辞書、英和よりは英英辞典の使用が望ましい。英英辞典を購入する場合

はCollins Cobuildを勧める。

事前学習・事後学習とそ

の時間

最初は単語を調べるだけで全く意味がつかめなくても、徐々に慣れて論文の意味がつかめるようになると面白く

なってくる。そこなると、自分の研究分野に近い学術論文を自分で選ぶことが出来るようになり、また自力で内容

を読めるようになる。そのレベルになれば教員からの指示がなくても自発的に学術論文を読むようになり、それが

自己学修につながる。

アクティブラーニングの

内容
その他のアクティブラーニング（複合的なもの等）

評価方法と割合 毎回の授業での理解度と意欲を総合的に判断する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

１３．気候変動に具体的な対策を

到達目標

日本国内において、日本人だけが集まる学会や日本人のみを対象とする学術誌の言語は日本語を使用するが、国際

的には自然科学の研究成果を発表する学術論文、あるいは学会での共通言語は英語である。翻訳ソフトを活用して

学術論文が読めても、実際の英語力がなくては国際学会では発表はおろか、聴講もかなわない。本科目では学術論

文を教科書代わりとして用いることで、論文に頻用される英語表現を身に付け、翻訳ソフトがなくても自力で論文

が読めるようになることを目標とする。

授業概要
受講生の研究分野に合わせた最新の学術論文を複数選び、地道にわからない単語を調べながら読解する。英語で読

んで内容を理解できるように、教員からはサポートを行う。

30 授業形態 演習

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 月曜3限

必修・選択 必修 単位数 1単位 時間数

授業科目名 アグリビジネス英語Ⅰ 担当者 氷見　英子

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１
Collins Cobuild Dictionaries for Learners - Collins Cobuild Advanced Learner's 

Dictionary
参・出版社名１ Collins Cobuild

参・著者名１ Collins 参・ＩＳＢＮ１

ISBN-10 0008444900 ‏ : ‏

ISBN-13 978 ‏ : ‏-

0008444907

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

オフィスアワー 事前にアポイントを取れば、対応する。

授業計画 担当者

受講者の研究分野に合わせた学術論文を探し、丹念に読み込むことで内容を理解する。一度理解した内容を次に

他人に説明できるレベルまで深く理解する。そのあと再度論文に戻り、内容と英語表現との突き合せを行うこと

で、学術論文に頻出する英語表現を理解する。

氷見

課題や試験のフィード

バック方法
毎回の授業でのディスカッションを通じてフィードバックを行う。

履修条件・注意事項
辞書を持参すること。電子辞書よりは紙の辞書、英和よりは英英辞典の使用が望ましい。英英辞典を購入する場合

はCollins Cobuildを勧める。

事前学習・事後学習とそ

の時間

最初は単語を調べるだけで全く意味がつかめなくても、徐々に慣れて論文の意味がつかめるようになると面白く

なってくる。そこなると、自分の研究分野に近い学術論文を自分で選ぶことが出来るようになり、また自力で内容

を読めるようになる。そのレベルになれば教員からの指示がなくても自発的に学術論文を読むようになり、それが

自己学修につながる。

アクティブラーニングの

内容
その他のアクティブラーニング（複合的なもの等）

評価方法と割合 毎回の授業での理解度と意欲を総合的に判断する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

１３．気候変動に具体的な対策を

到達目標

日本国内において、日本人だけが集まる学会や日本人のみを対象とする学術誌の言語は日本語を使用するが、国際

的には自然科学の研究成果を発表する学術論文、あるいは学会での共通言語は英語である。翻訳ソフトを活用して

学術論文が読めても、実際の英語力がなくては国際学会では発表はおろか、聴講もかなわない。本科目では学術論

文を教科書代わりとして用いることで、論文に頻用される英語表現を身に付け、翻訳ソフトがなくても自力で論文

が読めるようになることを目標とする。

授業概要
受講生の研究分野に合わせた最新の学術論文を複数選び、地道にわからない単語を調べながら読解する。英語で読

んで内容を理解できるように、教員からはサポートを行う。

30 授業形態 演習

年次 1年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 月曜4限

必修・選択 必修 単位数 1単位 時間数

授業科目名 アグリビジネス英語Ⅱ 担当者 氷見　英子

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１
Collins Cobuild Dictionaries for Learners - Collins Cobuild Advanced Learner's 

Dictionary
参・出版社名１ Collins Cobuild

参・著者名１ Collins 参・ＩＳＢＮ１

ISBN-10 0008444900 ‏ : ‏

ISBN-13 978 ‏ : ‏-

0008444907

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

オフィスアワー 事前にアポイントを取れば、対応する。

授業計画 担当者

受講者の研究分野に合わせた学術論文を探し、丹念に読み込むことで内容を理解する。一度理解した内容を次に

他人に説明できるレベルまで深く理解する。そのあと再度論文に戻り、内容と英語表現との突き合せを行うこと

で、学術論文に頻出する英語表現を理解する。

氷見

課題や試験のフィード

バック方法
毎回の授業でのディスカッションを通じてフィードバックを行う。

履修条件・注意事項
辞書を持参すること。電子辞書よりは紙の辞書、英和よりは英英辞典の使用が望ましい。英英辞典を購入する場合

はCollins Cobuildを勧める。

事前学習・事後学習とそ

の時間

最初は単語を調べるだけで全く意味がつかめなくても、徐々に慣れて論文の意味がつかめるようになると面白く

なってくる。そこなると、自分の研究分野に近い学術論文を自分で選ぶことが出来るようになり、また自力で内容

を読めるようになる。そのレベルになれば教員からの指示がなくても自発的に学術論文を読むようになり、それが

自己学修につながる。

アクティブラーニングの

内容
その他のアクティブラーニング（複合的なもの等）

評価方法と割合 毎回の授業での理解度と意欲を総合的に判断する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

１３．気候変動に具体的な対策を

到達目標

日本国内において、日本人だけが集まる学会や日本人のみを対象とする学術誌の言語は日本語を使用するが、国際

的には自然科学の研究成果を発表する学術論文、あるいは学会での共通言語は英語である。翻訳ソフトを活用して

学術論文が読めても、実際の英語力がなくては国際学会では発表はおろか、聴講もかなわない。本科目では学術論

文を教科書代わりとして用いることで、論文に頻用される英語表現を身に付け、翻訳ソフトがなくても自力で論文

が読めるようになることを目標とする。また自分の研究内容を英語で発表する練習として、英文要旨を書く練習を

行う。

授業概要
受講生の研究分野に合わせた最新の学術論文を複数選び、地道にわからない単語を調べながら読解する。英語で読

んで内容を理解できるように、教員からはサポートを行う。

30 授業形態 演習

年次 2年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 月曜3限

必修・選択 選択 単位数 1単位 時間数

授業科目名 アグリビジネス英語Ⅲ 担当者 氷見　英子

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創2年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博2年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１
Collins Cobuild Dictionaries for Learners - Collins Cobuild Advanced Learner's 

Dictionary
参・出版社名１ Collins Cobuild

参・著者名１ Collins 参・ＩＳＢＮ１

ISBN-10 0008444900 ‏ : ‏

ISBN-13 978 ‏ : ‏-

0008444907

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

オフィスアワー 事前にアポイントを取れば、対応する。

授業計画 担当者

受講者の研究分野に合わせた学術論文を探し、丹念に読み込むことで内容を理解する。一度理解した内容を次に

他人に説明できるレベルまで深く理解する。そのあと再度論文に戻り、内容と英語表現との突き合せを行うこと

で、学術論文に頻出する英語表現を理解する。

氷見

課題や試験のフィード

バック方法
毎回の授業でのディスカッションを通じてフィードバックを行う。

履修条件・注意事項
辞書を持参すること。電子辞書よりは紙の辞書、英和よりは英英辞典の使用が望ましい。英英辞典を購入する場合

はCollins Cobuildを勧める。

事前学習・事後学習とそ

の時間

最初は単語を調べるだけで全く意味がつかめなくても、徐々に慣れて論文の意味がつかめるようになると面白く

なってくる。そこなると、自分の研究分野に近い学術論文を自分で選ぶことが出来るようになり、また自力で内容

を読めるようになる。そのレベルになれば教員からの指示がなくても自発的に学術論文を読むようになり、それが

自己学修につながる。

アクティブラーニングの

内容
その他のアクティブラーニング（複合的なもの等）

評価方法と割合 毎回の授業での理解度と意欲を総合的に判断する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

１３．気候変動に具体的な対策を

到達目標

日本国内において、日本人だけが集まる学会や日本人のみを対象とする学術誌の言語は日本語を使用するが、国際

的には自然科学の研究成果を発表する学術論文、あるいは学会での共通言語は英語である。翻訳ソフトを活用して

学術論文が読めても、実際の英語力がなくては国際学会では発表はおろか、聴講もかなわない。本科目では学術論

文を教科書代わりとして用いることで、論文に頻用される英語表現を身に付け、翻訳ソフトがなくても自力で論文

が読めるようになることを目標とする。また自分の研究内容を英語で発表する練習として、英文要旨を書く練習を

行う。

授業概要
受講生の研究分野に合わせた最新の学術論文を複数選び、地道にわからない単語を調べながら読解する。英語で読

んで内容を理解できるように、教員からはサポートを行う。

30 授業形態 演習

年次 2年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 月曜4限

必修・選択 選択 単位数 1単位 時間数

授業科目名 アグリビジネス英語Ⅳ 担当者 氷見　英子

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創2年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博2年

ナンバリング



教科書

教・書籍名１

教科書は担当教員の谷坂が本講義用に作成するTEXT（PDF版）を無料で配布する。

市販の教科書には、最近2年の研究成果が記載されておらず、内容が古くなってし

まっているため使用しない。

教・出版社名１

オフィスアワー いつでも可。

授業計画 担当者

1回目　LISAの実現と推進に向けた課題の整理

2回目　LISAに資する病害抵抗性および虫害抵抗性に関する最新の育種学研究（イネ）

3回目　LISAに資する病害抵抗性および虫害抵抗性に関する最新の育種学研究（コムギ、オオムギ、ダイズな

ど）

4回目　LISAに資する高養分吸収能遺伝子の探索と同定と利用（イネ）

5回目　LISAに資する高養分吸収能遺伝子の探索と同定と利用（シロイヌナズナ）

6回目　地球温暖化対応品種育成のための遺伝子の探索・同定と利用（イネ）

7回目　地球温暖化対応品種育成のための遺伝子の探索・同定と利用（野菜と果樹）

8回目　乾燥およびアルカリ土壌に対する耐性遺伝子の探索・同定と利用

9回目　学生によるＬISAに関する学術論文の紹介と論議

10回目　重金属低吸収遺伝子の探索と同定

11回目 バイバイオスティミュラント「土壌微生物叢活性剤」による土づくり（国内での事例）

12回目 バイオスティミュラント「土壌微生物叢活性剤」による土づくり（熱帯アジア稲作での事例）

13回目 バイオスティミュラント「土壌微生物叢活性剤」による農業用水の水質改善

14回目 バイオスティミュラント「土壌微生物叢活性剤」による水質改善の応用（エビの放棄養殖池の再生とエビ

養殖）

15回目  LISAの実現と推進に向けた課題についての総括

谷坂隆俊

課題や試験のフィード

バック方法
受講者に口頭で説明する。

履修条件・注意事項 植物育種学および遺伝学、分子生物学の基礎知識を有していること。

事前学習・事後学習とそ

の時間
配布するTEXTを何回も読み、解らないところがあれば、担当教員に質問する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合 講義中に行う論議の内容および期末試験の成績によって評価する

ルーブリック評価 講義中の論議で評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／３．すべての人に健康と福祉を／４．質の高い教育をみんなに／６．安全な水とトイレを世界

中に／９．産業と技術革新の基盤をつくろう／１３．気候変動に具体的な対策を／１４．海の豊かさを守ろう／１

５．陸の豊かさも守ろう

到達目標

低投入持続型農業（Low Input Sustainable Agriculture; LISA)に資する最新の育種学研究および担当教員が開発した

画期的土づくりと水質改善技術を紹介するとともに、その内容について論議し、LISAの推進方法を考察する。

授業概要

自然生態系の力を活かした「環境と調和した農業」，すなわち化学肥料や農薬への依存度を小さくした「低投入持

続型農業（low input sustainable agriculture； LISA）」の実現・推進のためには，育種と栽培の2つの側面からの

アプローチが必要であり、前者については，病虫害抵抗性品種の育成や，病虫害抵抗性遺伝子および養分吸収に関

わる遺伝子などの探索・同定などが，後者については作物と土壌微生物の関係究明や各種土壌改良剤の開発などが

行われている．本講義では、LISAの実現に資するこれらの研究について講述するとともに、その内容について論議

する。

15回 授業形態 集中、対面式

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 栽培・育種学特論 担当者 谷坂　隆俊、桧原　健一郎

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ LISAに関わる優れた学術論文を補助教材として使用する 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書は担当教員の谷坂が本講義用に作成するTEXT（PDF版）を無料で配布する。

市販の教科書には、最近2年の研究成果が記載されておらず、内容が古くなってし

まっているため使用しない。



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

オフィスアワー 毎週金曜日12:45～13:25をオフィスアワーとする。

授業計画 担当者

第1回　ゲノム、DNA、遺伝子について

第2回　植物ゲノムについて

第3回　ゲノム解析に関わる実験手法

第4回　修士論文研究内容の発表【プレゼンテーション】

第5回　修士論文研究における遺伝子、ゲノム解析方法の検討

第6-11回　ゲノム解析研究の実施【実習】（解析内容によりPCによるdry解析、実験室でのwet解析など方法が異

なる）

第12回　ゲノム解析研究の結果のまとめ　

第13回　修士論文研究課題におけるゲノム解析に関するディスカッション

第14、15回　植物ゲノム解析の最近の研究事例

桧原健一郎

課題や試験のフィード

バック方法
特に無し

履修条件・注意事項
ゲノムやDNAに関する修士論文研究を行なっている学生を対象とする。ただし、研究内容に分子生物学的手法を取

り入れたい学生も履修することができる。

事前学習・事後学習とそ

の時間
講義で配布する資料を復習し、理解できない点は尋ねること。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション／実習

評価方法と割合 講義態度、実習内容で評価を行う。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

１．貧困をなくそう／２．飢餓をゼロに／３．すべての人に健康と福祉を／９．産業と技術革新の基盤をつくろう

到達目標

ゲノム科学においては、DNAシーケンシング技術のみならず、様々な技術や新たな解析手法が目覚ましく発展して

いる。動物、植物、微生物に至る様々な生物種を対象とするライフサイエンス研究分野において、これら技術に関

する知識を持つことと同時に活用することが必須になっている。本講義では、植物（作物）に着目して、それらの

研究を行う上で必要なゲノム解析に関する基礎的知識を取得するとともに、カリキュラム（研究指導）で実施して

いる修士論文研究に関連するゲノム解析についてアクティブラーニングを含めた実習型講義を行い、ゲノム解析方

法の取得、理解を深めることを目的とする。

授業概要

大規模塩基配列の決定およびそれらを利用したゲノム科学は、様々な生物における研究の発展に大きく貢献し、今

後さらなる技術革新によって益々生物学に関する新しい概念をもたらす原動力となると思われる。本講義では、植

物を対象としてゲノムに関する基礎的な知識からゲノム情報の取得方法、利用方法などを説明する。また、修士論

文研究内容についてゲノム科学からアプローチについても議論しながら、修士論文研究内容に沿った植物ゲノム情

報の利活用方法について学ぶとともに、PCを用いたdry解析やDNA抽出などを行うwet解析などの実習も行う。

30 授業形態 講義、実習

年次 2年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 植物ゲノム解析学特論 担当者 桧原　健一郎

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創2年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博2年

ナンバリング



オフィスアワー いつでも可

授業計画 担当者

春学期

1回目　多収性育種に関する学術論文の紹介-１(担当教員）

2回目　多収性育種に関する学術論文の紹介-２(担当教員）

3回目　非生物的ストレス（地球温暖化、乾燥、カドミウムなどの重金属汚染など）に対する抵抗性・耐性育種に

関する学術論文の紹介-1（担当教員）

4回目　非生物的ストレス（地球温暖化、乾燥、カドミウムなどの重金属汚染など）に対する抵抗性・耐性育種に

関する学術論文の紹介-２（担当教員）

5回目　生物的ストレス（病害虫、雑草など）に対する抵抗性・耐性育種に関する学術論文の紹介-１（担当教員

物的ストレス　（病害虫、雑草など）に対する抵抗性・耐性育種に関する学術論文の紹介-１（担当教員）

6回目　生物的ストレス（病害虫、雑草など）に対する抵抗性・耐性育種に関する学術論文の紹介-１（担当教員

物的ストレス　（病害虫、雑草など）に対する抵抗性・耐性育種に関する学術論文の紹介-１（担当教員）

7回目　学生による育種学研究に関する学術論文の紹介

8回目　適応性育種に関する研究の成果の紹介-１(担当教員）

9回目　適応性育種に関する研究の成果の紹介-２(担当教員）

10回目  品質・食味育種に関する学術論文の紹介-１（担当教員）

11回目  品質・食味育種に関する学術論文の紹介-２（担当教員）

12回目  土づくりに関する学術論文の紹介-１（担当教員）

13回目  土づくりに関する学術論文の紹介-１（担当教員）

14回目  学生による育種学またはに関する土づくりに関する学術論文の紹介

15回目  教員と学生全員による総合討論

秋学期

1回目　世界の多収性育種に関する研究の現状と未来(担当教員）

2回目　日本の多収性育種に関する現状と未来(担当教員）

3回目　環境変動対応育種に関する現状と依頼（担当教員）

4回目　非生物的ストレスに対する抵抗性・耐性育種に関する現状と未来（担当教員）

5回目　生物的ストレス（病害虫、雑草など）に対する抵抗性・耐性育種に関する現状と未来（担当教員）

6回目　学生による育種学研究に関する学術論文の紹介

7回目　植物の開花に関する遺伝（担当教員）

8回目　イネの北進はなぜできたか(担当教員）

9回目　コシヒカリを超える良食味イネ品種の育成は可能か(担当教員）

10回目  生物の進化に必須の転移因子（担当教員）

11回目  ゲノム編集による品種育成（担当教員）

12回目  農林水産省「緑の食料戦略システム」における育種および土づくりの役割（担当教員）

13回目  担当教員が開発した土づくり資材について（担当教員）

14回目  学生による土づくりに関する学術論文の紹介

15回目  教員と学生全員による総合討論

課題や試験のフィード

バック方法
学生に直接口頭等の方法によってフィードバックする

履修条件・注意事項 植物育種学、遺伝学、土壌微生物学、栽培学の基礎知識をもっていること

事前学習・事後学習とそ

の時間
紹介される論文を徹底的に読み、理解すること。それでもわからない場合には担当教員に直接質問すること。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション／実習

評価方法と割合 講義中の論議の内容、発表の優秀性およびレポートの内容によって判定する

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／３．すべての人に健康と福祉を／４．質の高い教育をみんなに／６．安全な水とトイレを世界

中に／９．産業と技術革新の基盤をつくろう／１３．気候変動に具体的な対策を／１４．海の豊かさを守ろう／１

５．陸の豊かさも守ろう

到達目標

人類は、採集生活の経験のなかで、毒性がなく、栄養・貯蔵性・食味に優れた植物を熟知し、その種子を住居の近

くに播いて栽培を行うようになった。このように、もっとも初期の植物育種は、野生植物の中から作物となりうる

ものを選び出すことであった。その過程において、脱粒性、休眠性など野生植物が増殖するうえでは重要である

が、栽培植物として不都合な性質を淘汰し、栽培が容易で、収量が高く、品質のよいものを選び続けてきた（図1-

2-2-1）。このように、育種は、人類が生きていくためのもっとも重要な営みとして、耕種農業の開始より今日に至

るまで、絶え間なく続けられてきている。現在みる品種は、人類が長い時間をかけて作り上げた芸術作品である。

このように、農業（農耕）には育種がもっとも重要であるが、栽培法もあるていど大きな役割を担っており、本講

義名を栽培・育種学演習とした。本講義では、育種と育種学、さらに栽培学に関わる学術論文に親しむ姿勢を醸成

するために、教員と学生がそれぞれ興味深いと考える学術論文を選び、その用紙を作成して口頭発表し、これをも

とにその学術論文の内容について論議する。これによって研究の流れを理解させることを最大の目的とする。

授業概要

農業（農耕）には育種と栽培の2つの側面があり、農業生産の安定化と多収化には、育種と栽培の2つの側面からの

技術開発が必要である。前者については，多収性育種や病虫害抵抗性育種や，適応性育種、品質・食味改善育種な

どに関する研究が行われており、後者につい適切な肥料の投与量・時期の決定などに関するする研究、さらに作物

と土壌微生物の関係究明 や各種土壌改良剤の開発などが行われている．本講義では、育種および育種学、栽培学に

関わる最新の研究をまとめた学術論文を用いて、その内容について学生と教員間で論議し、育種学および栽培学に

関する理解を深めようとするものであり。このため、学生には各自2回ずつ育種、育種学または栽培学に関する論文

を紹介してもらう。

30 授業形態 毎週・対面式

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 8単位 時間数

授業科目名 栽培・育種学演習 2022年度生 担当者 谷坂　隆俊

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 紹介する学術論文をよく読むこと。教科書は使わない。 教・出版社名１

春学期

1回目　多収性育種に関する学術論文の紹介-１(担当教員）

2回目　多収性育種に関する学術論文の紹介-２(担当教員）

3回目　非生物的ストレス（地球温暖化、乾燥、カドミウムなどの重金属汚染など）に対する抵抗性・耐性育種に

関する学術論文の紹介-1（担当教員）

4回目　非生物的ストレス（地球温暖化、乾燥、カドミウムなどの重金属汚染など）に対する抵抗性・耐性育種に

関する学術論文の紹介-２（担当教員）

5回目　生物的ストレス（病害虫、雑草など）に対する抵抗性・耐性育種に関する学術論文の紹介-１（担当教員

物的ストレス　（病害虫、雑草など）に対する抵抗性・耐性育種に関する学術論文の紹介-１（担当教員）

6回目　生物的ストレス（病害虫、雑草など）に対する抵抗性・耐性育種に関する学術論文の紹介-１（担当教員

物的ストレス　（病害虫、雑草など）に対する抵抗性・耐性育種に関する学術論文の紹介-１（担当教員）

7回目　学生による育種学研究に関する学術論文の紹介

8回目　適応性育種に関する研究の成果の紹介-１(担当教員）

9回目　適応性育種に関する研究の成果の紹介-２(担当教員）

10回目  品質・食味育種に関する学術論文の紹介-１（担当教員）

11回目  品質・食味育種に関する学術論文の紹介-２（担当教員）

12回目  土づくりに関する学術論文の紹介-１（担当教員）

13回目  土づくりに関する学術論文の紹介-１（担当教員）

14回目  学生による育種学またはに関する土づくりに関する学術論文の紹介

15回目  教員と学生全員による総合討論

秋学期

1回目　世界の多収性育種に関する研究の現状と未来(担当教員）

2回目　日本の多収性育種に関する現状と未来(担当教員）

3回目　環境変動対応育種に関する現状と依頼（担当教員）

4回目　非生物的ストレスに対する抵抗性・耐性育種に関する現状と未来（担当教員）

5回目　生物的ストレス（病害虫、雑草など）に対する抵抗性・耐性育種に関する現状と未来（担当教員）

6回目　学生による育種学研究に関する学術論文の紹介

7回目　植物の開花に関する遺伝（担当教員）

8回目　イネの北進はなぜできたか(担当教員）

9回目　コシヒカリを超える良食味イネ品種の育成は可能か(担当教員）

10回目  生物の進化に必須の転移因子（担当教員）

11回目  ゲノム編集による品種育成（担当教員）

12回目  農林水産省「緑の食料戦略システム」における育種および土づくりの役割（担当教員）

13回目  担当教員が開発した土づくり資材について（担当教員）

14回目  学生による土づくりに関する学術論文の紹介

15回目  教員と学生全員による総合討論



オフィスアワー 個人研究室において、毎週金曜日12時45分～13時25分の間実施する

授業計画 担当者

【春学期】

第1回　ガイダンス(研究室・研究施設の説明)

第2回　研究課題の選択(教員からの提示)

第3回　研究課題の決定

第4回　圃場、温室(植物工場を含む)及び実験室での安全講習

第5回　実験器具・機器の取り扱い講習

第6回　研究材料育成に関わる圃場整備と温室準備

第7回　研究材料となる植物の播種

第8回　植物の生育調査と観察

第9回　交配実験

第10回　生育調査および材料採種

第11回　顕微鏡を用いた植物の観察

第12回　研究材料の採種

第13回　生育調査のまとめとデータ解析

第14回　表現型観察のまとめと作図

第15回　進捗状況の報告

【秋学期】

第1回　研究計画作成

第2回　研究材料育成用の圃場の整備と温室準備

第3回　研究材料の播種

第4回　生育調査と核酸(DNA)抽出

第5回　PCRによるターゲット遺伝子の増幅

第6回　シークエンス解析による遺伝子配列の決定

第7回　遺伝子配列の品種間差の解析

第8回　研究材料の採種

第9回　RNA抽出

第10回　逆転写およびPCRによる遺伝子発現解析

第11回　リアルタイムPCRを用いた発現量解析

第12回　生育調査のまとめと統計処理

第13回　遺伝子発現実験のまとめとパワーポイント作図

第14回　研究材料の表現型解析と写真撮影およびパワーポイント作図

第15回　期末報告

桧原健一郎／谷坂隆俊／氷

見英子

課題や試験のフィード

バック方法
毎回の実験時にフィードバックを行う。

履修条件・注意事項

実験を進めるにあたっては実験手法の習熟やデータの記録、保管等が極めて重要となる。このため、必ず当初から

実験ノートやパソコン用の記録媒体を用意すること。また、Excelを用いたグラフ作成や統計、powerpointを用いた

作図法なども事前に修得していることが望ましい。また、2年間を通じて履修する科目であるが、授業計画に示した

内容に対して、半期ごとに実験技術及び知識等の習得状況を確認し、達成が不十分な場合は、補習等を行う。

事前学習・事後学習とそ

の時間

得られた実験データ等に関して、担当教員と議論することになるので、研究の背景や目的、関連研究の進捗状況等

を十分理解できるよう努める

アクティブラーニングの

内容
実習

評価方法と割合
実験に取り組む姿勢、得られた結果を取りまとめる能力、修士論文の内容、専攻実験のテーマの難易度などにより

総合評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／９．産業と技術革新の基盤をつくろう／１３．気候変動に具体的な対策を

到達目標

世界の人口は増加の一途をたどっており、食糧生産の向上が必須である。作物の高収量栽培は多数の因子が複雑に

絡み合っており、環境、栽培方法、品種など収量に関わる因子は多様である。そこで植物の生育環境や栽培方法、

さらに品種間差と新品種開発に関する実験を行う。2年間の経験を通じて、大学院修了後に社会の各方面で必要とな

る企画力や実行力、スケジュール管理能力等を養う。また、専門的知識を持つ農業の担い手やアドバイザー等の育

成に貢献する。

授業概要

気候は人間の意志では変えることが出来ないが、水分や日射量を調節することが可能な植物工場での栽培実験によ

り環境が及ぼす影響を調査することが可能である。また施肥量や施肥時期、あるいは植物に必要な栄養素に着目し

た実験を行う。さらに遺伝子レベルでの実験を行い、収量や形態に関わる遺伝子の調査を行う。得られた成果につ

いては国内外の関連学会等で発表するとともに、原著論文として国際誌に投稿する。また、最終的には修士論文に

取りまとめるほか、開発された技術等は各地の農業関係機関や団体、企業に情報を提供して実用化を図る。

120 授業形態 実習

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 8単位 時間数

授業科目名 栽培・育種学専攻実験 2022年度生 担当者 谷坂　隆俊、桧原　健一郎、氷見　英子

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

【春学期】

第1回　ガイダンス(研究室・研究施設の説明)

第2回　研究課題の選択(教員からの提示)

第3回　研究課題の決定

第4回　圃場、温室(植物工場を含む)及び実験室での安全講習

第5回　実験器具・機器の取り扱い講習

第6回　研究材料育成に関わる圃場整備と温室準備

第7回　研究材料となる植物の播種

第8回　植物の生育調査と観察

第9回　交配実験

第10回　生育調査および材料採種

第11回　顕微鏡を用いた植物の観察

第12回　研究材料の採種

第13回　生育調査のまとめとデータ解析

第14回　表現型観察のまとめと作図

第15回　進捗状況の報告

【秋学期】

第1回　研究計画作成

第2回　研究材料育成用の圃場の整備と温室準備

第3回　研究材料の播種

第4回　生育調査と核酸(DNA)抽出

第5回　PCRによるターゲット遺伝子の増幅

第6回　シークエンス解析による遺伝子配列の決定

第7回　遺伝子配列の品種間差の解析

第8回　研究材料の採種

第9回　RNA抽出

第10回　逆転写およびPCRによる遺伝子発現解析

第11回　リアルタイムPCRを用いた発現量解析

第12回　生育調査のまとめと統計処理

第13回　遺伝子発現実験のまとめとパワーポイント作図

第14回　研究材料の表現型解析と写真撮影およびパワーポイント作図

第15回　期末報告

桧原健一郎／谷坂隆俊／氷

見英子



参・書籍名１ 参・出版社名１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 特になし 教・出版社名１

オフィスアワー 各回の授業後に担当教員が対応する。

授業計画 担当者

1. 微生物農薬の歴史

2. 微生物農薬に関する法令

3. 効果発現メカニズム

4. 細菌・放線菌による生物防除（その1）

5. 細菌・放線菌による生物防除（その2）

6. 細菌・放線菌による生物防除（その3）

7. 細菌・放線菌による生物防除（その４）

8. 糸状菌による生物防除（その1）

9. 糸状菌による生物防除（その2）

10. 糸状菌による生物防除（その3）

11. 糸状菌による生物防除（その4）

12. ウイルスによるワクチン製剤

13. 微生物農薬開発手法（その1）

14. 微生物農薬開発手法（その2）

15. 微生物農薬の将来展望

16. まとめ

相野公孝

森野真理

課題や試験のフィード

バック方法
個別のディスカッションにより行う。

履修条件・注意事項
参考資料を配布するので、第１回目授業からファイルを準備すること。また、講義で用いたスライドの配布を希望

する場合は、USBメモリーを用意すること。

事前学習・事後学習とそ

の時間
毎回の指示に従って予習と復習を行うこと。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション

評価方法と割合 試験およびレポートにより評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／１２．つくる責任・つかう責任／１５．陸の豊かさも守ろう

到達目標

持続可能な農業の実現には、「作物生産の向上」と「地域環境の保全」の相反する事象を両立させる必要がある。

この困難な課題の解決を目指し、次世代型の植物保護や作物管理に関する研究を推進するために、植物保護管理学

における深い知識と卓越した技術力、洞察力、企画力を修得し、本分野のエキスパートとして活躍できる人材を育

成する。

授業概要

植物病害防除に対して、化学合成農薬の代替となり得る病原菌と微生物及び作物の相互関係を利用した生物的防除

に関して、生物的防除の歴史から始まり、有用微生物の選抜方法、効果判定法及びフィールドでの効果検証までの

一連の流れを論述し、農業生態系内での、病原菌、微生物及び作物間の密接な関係を習得する。また、農業生産活

動における獣害および侵略的外来種の実態と問題の背景、防除の方法・制度や課題について解説し、近年、野生動

物の保護管理計画制度の基礎となっている順応的管理について紹介する。

30 授業形態 講義

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 植物保護学特論 担当者 森野　真理、相野　公孝

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１



教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

オフィスアワー 各回の授業後に担当教員が対応する。

授業計画 担当者

第1回　ガイダンス

第2回　宿主特異性の遺伝的背景

第3回　抵抗性発現のシグナル伝達

第4回　過敏感反応と過敏感細胞死

第5回　抗菌性物質の生成

第6回　病原体の病原性発現機構

第7回　感染に対する宿主細胞反応

第8回　病原性発現に関わる物質生産 

第9回 病原性遺伝子の発現機構（細菌・ウイルス）

第10回 病原性遺伝子の発現機構（糸状菌）

第11回 病原微生物のゲノム解析

第12回 植物病害の診断

第13回 植物病害の防除

第14回 カビ毒の診断

第15回 カビ毒の防除

第16回 まとめ・ディスカッション

相野公孝

眞山滋志

眞山滋志

眞山滋志

眞山滋志

相野公孝

相野公孝

相野公孝

相野公孝

相野公孝

村上二朗

村上二朗

村上二朗

村上二朗

村上二朗

相野公孝

課題や試験のフィード

バック方法
授業内でのディスカッション

履修条件・注意事項
参考資料を配布するので、第１回目授業からファイルを準備すること。また、講義で用いたスライドの配布を希望

する場合は、USBメモリーを用意すること。

事前学習・事後学習とそ

の時間
毎回の指示に従って予習と復習を行うこと。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション

評価方法と割合 レポートにより評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／１２．つくる責任・つかう責任／１５．陸の豊かさも守ろう

到達目標

食料の安定的供給は農作物の安定した第一次生産に依存するが、植物の安定的生産は病虫害などに対する保護なし

には得られない。したがって、本講義のテーマは、植物病害に関する最新の科学的な知見について熟知することで

あり、その目標は、安全で安定した植物生産を確かにする植物病害防除法の開発に貢献することである。

授業概要

植物の病害発生は、病原体の病原性発現と植物の防御応答との攻防の結果である。本講では、植物と病原体の相互

認識応答に関わる遺伝子とその産物、抵抗性および病原性発現に関わる生理活性物質とゲノム解析など植物感染科

学の最新の情報について論じる。また、輸出農作物の最重要課題である安全性管理法について、特にカビ毒、マイ

コトキシンとその産生菌の制御を目的とする迅速、簡便な遺伝子診断法などの研究開発について学習する。

※実務経験のある教員による授業科目

本授業内容について、相野は38年間公的研究機関において日常的に実施していた項目であり、十分な実績を有して

いる。

30 授業形態 講義

年次 2年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 植物病理学特論 担当者 眞山　滋志、村上　二朗、相野　公孝

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創2年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博2年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 日本植物病理学会誌 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１



参・書籍名１ 特になし 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 特になし 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１
事前に資料を配布

教・出版社名１

オフィスアワー
週に1回オフィスアワーを設定する。（曜日・時間は研究室のドアに掲示する。）

授業計画 担当者

（1）植物保護に関して各自が解決したい研究課題を選択決定できること、

（2）それを追求するための実験・調査計画の立案（背景、目的、実験材料及び方法など）、実験や調査を遂行の

ための技術・手法の習得ができること、

（3）結果の解析・評価法、考察の在り方について学び、学術論文の書式についても理解することについて、適宜

課題を設定してゼミ形式で学習を進める。また、研究・調査課題の遂行に必要な実験・調査手法についても指導

を行う。

これら3項目について、学生の学習状況に合わせて適宜繰り返し指導する。

相野公孝

森野真理

村上二朗

課題や試験のフィード

バック方法
教員とのディスカッション

履修条件・注意事項 毎回資料が配布されるので、第1回演習からファイルを用意すること。

事前学習・事後学習とそ

の時間

演習の発表者と課題は事前に連絡されるので、その課題について予習する。また、演習時に配布される資料を事後

必ず読み返して復習する。理解できない点があれば教員に質問し、解答を求める。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合
発表の為に作成した配布資料やパワーポイントスライドの質、発表や受け答えの能力、更には他社の発表に対して

積極的に質問しているかなど、演習態度も加味して総合評価する。

ルーブリック評価 ​/URL/tiiki.pdf​​​

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／１２．つくる責任・つかう責任／１５．陸の豊かさも守ろう

到達目標

植物保護のうち病害や獣害を対象とする。病害対策は依然として化学的防除に大きく依存しているが、その軽減に

もつながる作物の病害抵抗性品種や病害抵抗誘導剤、生物由来の資材などを利用した代替防除技術について理解を

深める。また、分子生物学的手法を用いた病原体やマイコトキシン生産菌の診断、獣害の実態把握や生態系管理と

対策の構築などについて2年間学ぶ。これを通じて、大学院修了後に社会の各方面で必要となる文書作成やプレゼン

テーションの能力のを養うと共に、専門的知識を持つ専門知識を持つ農業の担い手や植物保護アドバイザー等の育

成に貢献する。

授業概要

作物保護とりわけレタスビックベイン病、イネ科作物赤カビ病菌のマイコトキシン、獣害発生の要因、防除管理の

手法と制度。野生動物の生態特性などに関する国内外の学術論文・資料の中から、学生が研究課題に即した文献を

選抜・熟読し、レジュメやパワーポイントなどにまとめて発表を行う。発表内容に関して教員や他の学生との質疑

応答や討論を行い、文書作成やプレゼンテーションの能力を養う。また、「植物保護学専攻実験」の結果について

も適宜発表して実験のブラッシュアップにつなげたり、必要に応じて現地調査や関連機関へのヒアリングなどの

フィールドワーク演習を行う。

※実務経験のある教員による授業科目

本授業内容について、相野は38年間公的研究機関において日常的に実施していた項目であり、十分な実績を有して

いる。

120 授業形態 演習

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 8単位 時間数

授業科目名 植物保護学演習 2022年度生 担当者 森野　真理、村上　二朗、相野　公孝

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 特になし 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2



参・書籍名１ 特になし 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１

事前に資料を配布

教・出版社名１

オフィスアワー
週に1回オフィスアワーを設定する。（曜日・時間は研究室のドアに掲示する）

授業計画 担当者

研究課題の選択、実験器具・機器の扱い方、研究圃場の整備方法、研究用植物の準備方法、病原菌の採集、保

存、接種方法、データ解析など課題研究に則した実験指導

相野/村上

課題や試験のフィード

バック方法
個別のディスカッションにより行う

履修条件・注意事項

実験を進めるに当たっては実験手法の習熟やデーターの記録、保管等が極めて重要となる。このため、必ず当初か

ら実験ノートやパソコン用の記録媒体を用意すること。また、Excelを用いた作図法なども事前に習得していること

が望ましい。

また、2年間を通じて履修する科目であるが、授業計画に示した内容に対して、半期ごとに実験技術及び知識等の習

得状況を確認し、達成が不十分な場合は、補習等を行う。

事前学習・事後学習とそ

の時間

得られた実験データー等に関して、担当教員と議論することになるので、研究の背景や目的、関連研究の進捗状況

等を十分理解できるように務めること。実験準備や片付けも重要である。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合
実験に取り組む姿勢、得られた結果を取りまとめる能力、修士論文の内容、専攻実験のテーマの難易度などにより

総合評価する。

ルーブリック評価 ​/URL/tiiki.pdf​​​

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／１２．つくる責任・つかう責任／１５．陸の豊かさも守ろう

到達目標

作物病害の防除防除は依然として化学的防除に大きく依存しているが、そこで、その軽減にもつながる作物の病害

抵抗性品種や病害抵抗性誘導剤など代替防除技術の利用に関する実験を行う。2年間の経験を通じて、大学院終了後

に社会の各方面で必要となる企画力や実行力、スケジュール管理能力等を養う。また、専門的知識を持つ農業の担

い手やアドバイザー等の育成に貢献する。

授業概要

作物保護とりわけバイオロジカルコントロールやマイコトキシンなどに関して新規性と実用的価値の高い実験を行

う。得られた成果については国内外の関連学会等で発表すると共に、原著論文として国際誌に投稿する。また、最

終的には修士論文にとりまとめるほか、開発された技術等は各地の農業関係機関や団体、企業に情報に情報を提供

して実用化を図る。

※実務経験のある教員による授業科目

本授業内容について、相野は38年間公的研究機関において日常的に実施していた項目であり、十分な実績を有して

いる。

240 授業形態 実験・実習

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 8単位 時間数

授業科目名 植物保護学専攻実験 2022年度生 担当者 村上　二朗、相野　公孝

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 特になし 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2



教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

教・著者名１ 寺尾純二・山西倫太郎・高村仁知　共著 教・ＩＳＢＮ１ 978-4-332-04059-0

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 三訂　食品機能学 教・出版社名１ 光生館

オフィスアワー 担当教員と事前に相談して取り決めた時間・場所にて設ける。

授業計画 担当者

各担当者が以下の内容を講述する。

第1回　食品の機能

第2回　タンパク質の機能

第3回　糖質の機能

第4回　脂質の機能

第5回　ビタミンの機能

第6回　ミネラルの機能

第7回　呈味物質の機能

第8回　アミノ酸・ペプチドの機能

第9回　食物繊維・オリゴ糖の機能

第10回　免疫系に作用する食品成分

第11回　プロバイオティクスとプレバイオティクス

第12回　ミネラルの吸収促進成分

第13回　血糖値上昇抑制成分

第14回　血圧上昇抑制成分

第15回　活性酸素と老化

土井　裕司

林　将也

課題や試験のフィード

バック方法
課題や試験の返却時に必要に応じて適宜フィードバックを行う。

履修条件・注意事項 授業に出席し、レポート作成、プレゼンテーションを行うこと。

事前学習・事後学習とそ

の時間
学部時代に習得した栄養化学、食品化学、生物学の知識を復習しておくこと。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合

各担当教員による授業の後、レポート提出、授業内容に関するプレゼンテーションを行う。

提出されたレポート、プレゼンテーションから講義の理解度、レポートの簡潔明瞭さ、論旨の要約能力を判定し、

総合評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／３．すべての人に健康と福祉を／４．質の高い教育をみんなに

到達目標

農作物はヒトの生命・生活活動に必要な栄養素に加えて、さまざまな生体調節機能をもった成分を含んでいる。生

体調節機能成分は、ヒトの健康増進作用と関連しており、いわゆる機能性食品成分として注目されている。農作物

に付加価値をつけるため、機能性表示が進められている。本講義では、タンパク質、糖質、脂質、ビタミン、ミネ

ラルの5栄養素のヒトへの基本的な生命維持機能を理解した上で、これまでに知られてきているさまざまな生体調節

機能成分のヒトの健康増進機能を理解することを目標とする。

授業概要

食品成分のもつ機能は、一次機能、二次機能、三次機能に分類され、タンパク質、糖質、脂質、ビタミン、ミネラ

ルは栄養素として一次機能を有している。二次機能は嗜好面での働きであり、呈味物質の働きである。三次機能は

生体調節機能で、食物繊維、ポリフェノール、乳酸菌、ペプチドなどの働きである。本講義では、それぞれの食品

成分がもつ機能を説明し、それぞれの機能が発現されるメカニズムを解説する。この科目は、大学院教員としての

実務経験を持つ教員が、その経験を活かし、食品機能学、栄養科学等が実践的に役立つ授業を実施する。

30 授業形態 講義

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 食品栄養機能学特論 担当者 土井　裕司、林　将也

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ わかりやすい食品機能学　第2版 参・出版社名2 三共出版

参・著者名2 森田英利・田辺創一　編著 参・ＩＳＢＮ2 978-4-7827-0770-8

参・書籍名１ 三訂　食品機能学 参・出版社名１ 光生館

参・著者名１ 寺尾純二・山西倫太郎・高村仁知 参・ＩＳＢＮ１ 9784332040590

参考書



教・著者名１ 新藤一敏・森光康次郎 教・ＩＳＢＮ１ 978-4-8079-1678-8

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 食品分析化学 教・出版社名１ 東京化学同人

オフィスアワー
週に1回オフィスアワーを設定する。（曜日、時間は研究室のドアに掲示する。） 

授業計画 担当者

第1回　文献検索法

第2回　有機化学の基礎　1

第3回　有機化学の基礎　2

第4回　物質の抽出法

第5回　酵素反応

第6回　細胞培養

第7回　物質の分離・精製法　1　クロマトグラフィー

第8回　物質の分離・精製法　2　TLC

第9回　物質の分離・精製法　3　HPLC

第10回　質量(MS)分析法の原理

第11回　MSスペクトルの解析

第12回　LC/MS

第13回　GC/MS

第14回　元素分析

第15回　分析法のまとめ

土井裕司

土井裕司

土井裕司

土井裕司

土井裕司

土井裕司

福田恵温

福田恵温

福田恵温

福田恵温

土井裕司

土井裕司

土井裕司

土井裕司

土井裕司

課題や試験のフィード

バック方法

課題、レポート内容を確認し、学生の知識をさらに深めるための資料提供、種々テーマに関する総合討論を実施す

る。

履修条件・注意事項
化学実験の定量分析を十分に理解していること。また、授業内容の資料は毎回配布するので、ファイルを用意する

こと。

事前学習・事後学習とそ

の時間

小論文課題として授業終了前に示した内容は、その講義の要点であるので、その内容に関する科学情報を集めて復

習する。そして、疑問点があれば、次回の講義あるいはオフィスアワーに質問する。

アクティブラーニングの

内容
PBL／ディスカッション／プレゼンテーション／実習

評価方法と割合

講義内容をまとめたレポートを作成してもらい、その内容でもって評価する。 

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／３．すべての人に健康と福祉を／４．質の高い教育をみんなに／９．産業と技術革新の基盤を

つくろう／１２．つくる責任・つかう責任

到達目標

農作物はたくさんの化合物（成分）を含んでおり、それらはヒトの生命・生活活動の増進に働くもの、毒性を示す

などさまざまである。本講義では、農作物から目的物質を選択的に抽出し、同定する方法を講述する。目的物質を

どのように選択的に抽出する検出・分析する技術の原理を習得することを目標とする。

授業概要

現在知られている抽出・分析技術は多種多様である。それを知るには有機化学の基本的知識が必要である。本講義

の最初は文献検索である。次いで、有機化学の基礎を習得したあと、各種の技術の原理を学ぶ。この科目は、大学

院教員としての経験を持つ教員が、その経験を活かし、食品機能分析現場において実践的に役立つ授業を実施す

る。 

30時間 授業形態 講義、演習

年次 2年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 機能性分析学特論 担当者 福田　惠温、土井　裕司

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創2年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博2年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書



オフィスアワー 各回の授業時に時間を取って教員が対応する。

授業計画 担当者

（春学期）

第1回　学術報告の収集法

第2回　学術報告の精査選別法

第3～4回　学術報告から信頼できる正確な情報を得る.

第5～7回　植物フェニルプロパノイドの三次機能に関する課題発表

第8～9回　植物フェニルプロパノイドの機能性の疑問点抽出とその回答を示唆する学術論文の調査

第10～15回　植物フラボノイドについて課題発表、疑問点抽出、解答調査 

（秋学期）

第1～2回　植物アントラキノンについて課題発表、疑問点抽出、解答調査

第3～8回　植物キサントフィルについて課題発表、疑問点抽出、解答調査

第9～12回　植物アルカロイドについて課題発表、疑問点抽出、解答調査

第13～15回　ヒト消化器官内で成長するペプチドの三次機能に関する課題発表と疑問点抽出及び回答の調査 

金沢　功

福田惠温

福田惠温

福田惠温

福田惠温

福田惠温

金沢　功

金沢　功

金沢　功

金沢　功

課題や試験のフィード

バック方法
講義、演習の都度、課題を与える。レポート内容を評価して総合判定を行う。

履修条件・注意事項
栄養化学、食品化学、生物学、化学の知識を必須する。授業前に課題の案として、学術報告のコピーを複数配布す

るので、ファイルを準備すること。

事前学習・事後学習とそ

の時間

毎回の授業終了時に次回演習の課題を示す。その課題に関する学術を収集して熟読することで課題発表の準備を行

う。また、課題発表終了時に、発表内容で不明であった点、疑問点などを示す。これらの回答を、再度、学術論文

を詳読することで復習する。さらに、疑問点が残れば、次回の講義あるいはオフィスアワーで質問する。

アクティブラーニングの

内容
PBL／ディスカッション／プレゼンテーション／実習

評価方法と割合

演習では課題を定めて発表を行うが、その準備のために学術報告を精査する。そこで、多くの学術報告の中から信

頼できる情報を選択する能力（２５％）、発表能力（２５％）、疑問点の要約能力（２５％）、質疑応答での疑問

点抽出能力（２５％）を合計して総合評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／３．すべての人に健康と福祉を／４．質の高い教育をみんなに／７．エネルギーをみんなに・

そしてクリーンに／９．産業と技術革新の基盤をつくろう／１２．つくる責任・つかう責任／１４．海の豊かさを

守ろう／１５．陸の豊かさも守ろう

到達目標

農作物に含まれる植物二次代謝物はヒト健康増進機能を示すという学術報告が多くある。本演習では、学生たち自

身が英文の国際学術誌を検索し、その多くの各術報告の中から学生自身が信憑性が高いと判断した学術報告を選び

出し、読解し、内容を要約してまとめ、同じ演習を受講している学生と教員に配布して、全員を対象にプレゼン

テーションを行う。また、他の学生のプレゼンテーションを聞いて疑問点を質疑する。このようにして、情報選択

能力と要約能力を習得し、また、信頼できるデータを基にした食品機能成分の有効性を理解する能力を身につける

ことを目標とする。

授業概要

タンパク質の消化分解物であるペプチドは食欲増進や抗うつ作用を示すという研究、また、体内吸収されたポリア

ミン類が遺伝子の異常メチル化を抑えるなどの学術方向を検索し、読解して、発表する。

ポリフェノール類の体内吸収機構を理解した上で、ヒト体内でのフラボノイドのグルコース輸送担体の機能調整に

よる糖尿病予防、血管新生抑制、発がん関連受容体の機能調節を介したがん予防、抗酸化効果による疾患予防など

の学術報告を検索し、読解して、発表する。

フェニルプロパノイド類のいくつかの種類、例えば、レスベラトロールがナノモルレベルの濃度で脳神経系に作用

して認知症軽減やリラックス効果を示すなどの機能性の学術報告を検索し、読解して、発表する。キサントフィル

類がＰＰＡＲsに作用して脂質代謝系を調節することでメタボリックシンドローム予防、肥満抑制、抗炎症などの機

能性を示すという学術論文を検索し、読解して、発表する。

食物繊維が消化管上皮細胞のデグトンなどの受容体を介して体内サイトカイン分泌を調節することで免疫応答系を

調節し、アレルギー予防、うつ病軽減、感染症予防などの機能性を示すという学術報告を検索し、読解して、発表

する。

以上の学術報告の中から集約して信頼できるデータを選別し、また、ヒトでの有効性に焦点を絞って論じているメ

タアナリシスの学術を探し出し、システマティックレビューとしてまとめる。

＊実務経験のある教員による授業科目

実験で取り上げる食品関連の研究は、金沢、福田は企業において、日常的に実施していた項目であり、十分な実績

を有している。

120 授業形態 演習

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 8単位 時間数

授業科目名 食品機能開発化学演習 2022年度生 担当者 金沢　功、福田　惠温

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 色から見た食品のサイエンス 参・出版社名2 ㈱サイエンスフォーラム

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 「農芸化学の事典」、「食品大百科事典」 参・出版社名１ 朝倉書店

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 特になし 教・出版社名１

（春学期）

第1回　学術報告の収集法

第2回　学術報告の精査選別法

第3～4回　学術報告から信頼できる正確な情報を得る.

第5～7回　植物フェニルプロパノイドの三次機能に関する課題発表

第8～9回　植物フェニルプロパノイドの機能性の疑問点抽出とその回答を示唆する学術論文の調査

第10～15回　植物フラボノイドについて課題発表、疑問点抽出、解答調査 

（秋学期）

第1～2回　植物アントラキノンについて課題発表、疑問点抽出、解答調査

第3～8回　植物キサントフィルについて課題発表、疑問点抽出、解答調査

第9～12回　植物アルカロイドについて課題発表、疑問点抽出、解答調査

第13～15回　ヒト消化器官内で成長するペプチドの三次機能に関する課題発表と疑問点抽出及び回答の調査 

金沢　功

福田惠温

福田惠温

福田惠温

福田惠温

福田惠温

金沢　功

金沢　功

金沢　功

金沢　功



教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

オフィスアワー 担当者と相談してオフィスアワーを設定する。

授業計画 担当者

1年次

第1～5回　食品成分の一般分析で、精度高い定量技術を習得

第6～10回　逆相HPLC分析でフラボノイド類の同定と定量

第11～15回　順相HPLC分析でテルペノイドの同定と定量

第16～20回　システイン誘導体のGC/MS分析

第21～23回　食物繊維の加水分解とTLCでの構成糖の同定

第24～28回　テクスチュロメーターでの食品の粘弾性測定

第29～30回　まとめ

2年次

第1～2回　糖質含量改善栽培法の 準備

第3～6回　栽培中の気温、太陽光照射度、成長度などの測定と適時サンプリング

第7回　サンプルの糖度測定と糖質を抽出しての定量

第8～29回　第3～7回の繰り返し

第30回　糖質含量改善栽培の分析と結果の整理とまとめ

土井裕司、金沢　功

課題や試験のフィード

バック方法
レポートへコメントをつけての返却。疑問等はオフィスアワーに討議。

履修条件・注意事項

化学実験技術を十分に習得していること。実験の手法と手順を概説したプリントを配布するので、ファイルを用意

しておくこと。

授業計画に示した内容について、半期ごとに実験技術および知識等の習得状況を確認していくこと。それが十分で

ないときは補習等を行う。

事前学習・事後学習とそ

の時間
行った実験結果をその都度整理し、レポートを作成すること。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／実習

評価方法と割合
実習後にその記録を、分析方法、結果、まとめ、考察として記入して提出する。提出物の内容から、理解度(30%)、

習得度(30%)、達成度(20%)、まとめの適切さ(20%)を判定し、総合評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／３．すべての人に健康と福祉を／９．産業と技術革新の基盤をつくろう

到達目標

講義と演習で得た知識を応用して実践し、農作物がヒトの健康増進機能成分を多様に含んでいることを明らかにす

ることをテーマとして、それを研究成果としてまとめる能力を身につけるのが「食品機能開発化学専攻実験]の到達

目標である。

授業概要

到達目標を達成するために、学生個々が研究対象作物を選択し、それに含まれる食品成分の一般分析を行うと同時

に、その機能性成分を文献情報などで収集する。文献検索で得られた情報に基づいて、機能性成分をこれまでに身

につけた分析技術を活用して分析する。また、その分析結果を踏まえて、機能性成分を適量含み、かつ、美味しい

地域特産の農作物の開発を試みる。そして、それらの成果を研究報告としてまとめる。たとえば、その農作物に含

まれるフラボノイド類とテルペノイドについてはHPLCで分離溶出して、3次元検出器で解析することで同定する。

また、システイン誘導体類などの含琉化合物をGC/MSで分析することで同定する。食物繊維についても加水分解

し、TLCに供して構成糖を同定する。対象とした農作物をより好ましいものに改良するための方法としては、栽培時

の太陽光選別照射とマルチ使用法を試みる。以上の研究成果を論文としてまとめる。

240 授業形態 実験・実習

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 8単位 時間数

授業科目名 食品機能開発化学専攻実験 2022年度生 担当者 金沢　功、土井　裕司

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 『農業経済学』　荏開津典生 参・出版社名１ 岩波書店

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

オフィスアワー 水曜日３限

授業計画 担当者

課題や試験のフィード

バック方法
発表時に講評を行う。

履修条件・注意事項

事前学習・事後学習とそ

の時間
予復習として、講義が始まる前に前回のレジュメ資料に目を通しておくこと。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション

評価方法と割合 定期試験またはレポートによって評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／８．働きがいも経済成長も／９．産業と技術革新の基盤をつくろう

到達目標
経済学の基礎理論に立脚した農業経済や食料経済に関する基礎知識を習得し、日本農業の特性、課題を経済学的に

把握できるようになることを到達目標とする。

授業概要

本講義は、地域創成農学研究科において、経済的側面から農業調整問題や食料問題を把握するための専門科目とし

て位置づけられる。そのため、人口、土地・労働、流通・市場、集落構造、フードシステム等、農業、農村、食料

に関連する幅広いトピックスについて、経済学的解釈をしつつ、網羅的に教授する。

30 授業形態 講義

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 農業経済学特論 担当者 濱島　敦博

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 『開発経済論』原洋之介 参・出版社名１ 岩波書店

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

オフィスアワー
水曜日３限

授業計画 担当者

課題や試験のフィード

バック方法
試験後に振り返りを行う。

履修条件・注意事項

事前学習・事後学習とそ

の時間

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション

評価方法と割合 試験（100％）にて評価を行う。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／８．働きがいも経済成長も／９．産業と技術革新の基盤をつくろう

到達目標

経済発展論は、経済学のツールを用いて、開発途上国の経済発展のメカニズム・経路・手法を分析する学問領域で

ある。開発経済学の基礎理論を理解した上で、個々の国・地域の経済発展の経路における多様性の存在を理解する

ことをもって到達目標とする。

授業概要 本講義では、東・東南アジアを中心とした国・地域の事例を紹介しながら、開発経済学の一般理論を教授する。

30 授業形態 講義

年次 2年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 開発経済学特論 担当者 濱島　敦博

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創2年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博2年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ マイケル・P・トダロ（ピアソン桐原） 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ トダロとスミスの開発経済学（第10版） 教・出版社名１ 国際協力出版社

オフィスアワー
水曜日３限

授業計画 担当者

演習 濱島

課題や試験のフィード

バック方法
発表やレポートの返却によって行う。

履修条件・注意事項 特になし

事前学習・事後学習とそ

の時間

ミクロ経済学及びマクロ経済学のテキスト初学者については、演習の前後に予習・復習として、然るべきテキスト

の該当箇所をを読むこと。テキストは塾者の学習程度に応じて適宜支持する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション

評価方法と割合 研究内容の発表（５０％）、課題提出（５０％）により評価。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／８．働きがいも経済成長も／９．産業と技術革新の基盤をつくろう

到達目標

農業経済または開発経済学の大学院生用のテキスト、及び日本を含む、東・東南アジア地域を対象とした農業・農

村問題に関する各種文献の購読を中心に、現在、農業経済学及び開発経済学に分野において議論されている内容を

学び、修士論文を作成するために必要な方法論を取得する。2年間の演習を通じて、社会科学領域の学術的研究にお

ける多角的な方法を扱うことができるようになることを目指す。また、文書作成能力やプレゼンテーションスキル

など、大学院修了後に求められる、実践的能力を身につける。

授業概要

1年次には、本演習は、演習参加者による、各種文献（テキストや先行研究・報告書等）の輪読形式で進め、修士論

文のテーマの設定や、統計解析（計量経済）及び現地調査（アンケート調査、エスノグラフィー調査）、史資料判

読など、修士論文の作成に必要な方法を身につける。2年次には、各自の研究の進捗状況に応じた研究内容の発表を

中心に進める。

120 授業形態 演習

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 8単位 時間数

授業科目名 農業経済学研究演習Ⅰ 2022年度生 担当者 濱島　敦博

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ マイケル・P・トダロ（ピアソン桐原） 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ トダロとスミスの開発経済学（第10版） 教・出版社名１ 国際協力出版社

オフィスアワー
週に1回オフィスアワーを設定する。（曜日・時間は研究室のドアに掲示する。）

授業計画 担当者

演習 濱島

課題や試験のフィード

バック方法
発表やレポート返却による。

履修条件・注意事項 特になし

事前学習・事後学習とそ

の時間

ミクロ経済学及びマクロ経済学のテキスト初学者については、演習の前後に予習・復習として、然るべきテキスト

の該当箇所をを読むこと。テキストは塾者の学習程度に応じて適宜支持する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション

評価方法と割合 研究内容の発表（５０％）、課題提出（５０％）により評価。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／８．働きがいも経済成長も／９．産業と技術革新の基盤をつくろう

到達目標

農業経済または開発経済学の大学院生用のテキスト、及び日本を含む、東・東南アジア地域を対象とした農業・農

村問題に関する各種文献の購読を中心に、現在、農業経済学及び開発経済学に分野において議論されている内容を

学び、修士論文を作成するために必要な方法論を取得する。2年間の演習を通じて、社会科学領域の学術的研究にお

ける多角的な方法を扱うことができるようになることを目指す。また、文書作成能力やプレゼンテーションスキル

など、大学院修了後に求められる、実践的能力を身につける。

授業概要

1年次には、本演習は、演習参加者による、各種文献（テキストや先行研究・報告書等）の輪読形式で進め、修士論

文のテーマの設定や、統計解析（計量経済）及び現地調査（アンケート調査、エスノグラフィー調査）、史資料判

読など、修士論文の作成に必要な方法を身につける。2年次には、各自の研究の進捗状況に応じた研究内容の発表を

中心に進める。

120 授業形態 演習

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 水曜4限

必修・選択 選択 単位数 8単位 時間数

授業科目名 農業経済学研究演習Ⅱ 2022年度生 担当者 濱島　敦博

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

オフィスアワー 個人研究室にて、月曜～金曜の間、毎日18時30分～19時30分に実施

授業計画 担当者

研究倫理説明

植物保護演習により選定された研究課題を遂行するために必要な実験技術の指導 相野・村上

課題や試験のフィード

バック方法
個々の学生とのディスカッション

履修条件・注意事項
植物病理学分野に選考分属した学生を対象とする。　卒業研究を開始する前に、実験を安全に進めるためのレク

チャーを行うので、必ず参加すること。

事前学習・事後学習とそ

の時間

卒業研究課題に関連する書籍や論文、教員より受けた説明内容などを１日あたり概ね１時間程度復習し、必要に応

じて予習も心がける。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合 卒業論文の作成・提出（50％）およびその過程（50％）で評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／１２．つくる責任・つかう責任／１５．陸の豊かさも守ろう

到達目標 植物病理学に関する研究・実験に主体的に取り組み、科学的な思考力を身に着け、卒業論文を完成させる。

授業概要

「植物に病気を引き起こすメカニズムの解明」といった基礎研究から、「地域農業生産現場で必要な技術の開発」

といった応用研究まで、幅広く取り組んでいく。研究を遂行するのに必要となる知識や技術の修得を、「地域創生

農学演習」などの講義を通じて包括的にサポートする。また、卒業論文の作成に向けて、ただ単に機械的な作業を

繰り返すだけではなく、生命現象そのものへの興味を高める指導を実践していく。

60 授業形態 演習

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必修 単位数 0単位 時間数

授業科目名 （研究指導） 2022年度生 担当者 相野　公孝

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 適宜資料を配布。 教・出版社名１

オフィスアワー （火）12：30～13：30

授業計画 担当者

・オリエンテーション

・修士論文計画の再確認

・データ収集・分析方法の再検討

・データの整理

・分析結果

・結果の妥当性の検証

・論文作成

・研究発表

森野

課題や試験のフィード

バック方法
個別にアドバイスを行う。

履修条件・注意事項 特になし。

事前学習・事後学習とそ

の時間
研究計画に沿って、自発的に研究を進め、指導教員とコミュニケーションをとりながら、課題に取り組むこと。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合 修士論文（100％）

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

１５．陸の豊かさも守ろう

到達目標 修士課程で学んだ専門分野の知識や技術の集大成として、学位論文を作成することを到達目標とする。

授業概要 修士課程で学んだ専門分野の知識や技術の集大成として、学位論文を作成する

60 授業形態 演習

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 0単位 時間数

授業科目名 （研究指導） 2022年度生 担当者 森野　真理

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

オフィスアワー 水曜日３限

授業計画 担当者

AL

A

濱島

課題や試験のフィード

バック方法
発表時に講評を行う。

履修条件・注意事項

事前学習・事後学習とそ

の時間
関連文献を積極的に自ら読み込むこと。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション

評価方法と割合 提出論文（90%）および発表（10%）で評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／８．働きがいも経済成長も／９．産業と技術革新の基盤をつくろう

到達目標 本研究科の専門教育課程の集大成として修士論文を作成することを目標とする。

授業概要 演習で学んだスキル・知識を用いながら修士論文を完成させる。

60 授業形態 演習

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必修 単位数 0単位 時間数

授業科目名 （研究指導） 2022年度生 担当者 濱島　敦博

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



オフィスアワー 個人研究室にて、金曜日12時45分～13時25分に実施。

授業計画 担当者

【春学期】

1.修士論文研究テーマの決定 

2.研究計画

3.実験手法

4.データの取得方法

5.実験手順の確認

6.実験準備

7.実験-DNA抽出

8.実験-PCR 

9.実験-電気泳動

10.実験結果のまとめ

11.結果の分析

12.統計解析

13.研究成果に対する考察

14.中間発表

15.秋学期に向けての課題の検討

【秋学期】

1.データの分析 

2.実験手順の確認 

3.実験準備 

4.実験-組織固定 

5.実験-切片作成 

6.実験-脱パラフィンと染色 

7.実験データの収集 

8.実験データの整理

9.実験結果のまとめ

10.結果の分析

11.統計解析

12.研究成果に対する考察

13.報告・発表準備

14.研究内容の確認・修正 

15.修士論文発表会事前準備

16.修士論文発表会

桧原健一郎

課題や試験のフィード

バック方法
演習後にディスカッションを行う。

履修条件・注意事項 演習以外の時間も自主的に実験や学習を行うこと。

事前学習・事後学習とそ

の時間

学術論文などを用いて自分の研究内容について自主的に学習するとともに、研究から得られた結果に対する考察を

行うこと。これら予習、復習には各2時間を必要とする。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション／実習

評価方法と割合
実験・調査・研究に関する態度および研究成果の取りまとめた修士論文製作、修士論文発表会をもって総合的に評

価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／９．産業と技術革新の基盤をつくろう／１３．気候変動に具体的な対策を

到達目標
大学院生が決めた栽培・育種学に関連したテーマに基づいて、実験計画を立てて実験・調査・研究を行い、大学で

学んだ知識や考え方をもとに、新たな発見を見出していくことを目標とする

授業概要

栽培・育種学に関連した研究内容を担当教員と議論しながら決め、実験・調査・研究を行っていく。また、研究内

容については学生が主体となり、学術論文や書籍などからこれまでの知見や研究内容について理解を深める。

得られた研究成果をまとめ、それから考えられる考察を行い、修士論文を作成するとともに修士論文発表会におい

て口頭形式で発表を行う。

60 授業形態 演習

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必修 単位数 0単位 時間数

授業科目名 （研究指導） 2022年度生 担当者 桧原　健一郎

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

【春学期】

1.修士論文研究テーマの決定 

2.研究計画

3.実験手法

4.データの取得方法

5.実験手順の確認

6.実験準備

7.実験-DNA抽出

8.実験-PCR 

9.実験-電気泳動

10.実験結果のまとめ

11.結果の分析

12.統計解析

13.研究成果に対する考察

14.中間発表

15.秋学期に向けての課題の検討

【秋学期】

1.データの分析 

2.実験手順の確認 

3.実験準備 

4.実験-組織固定 

5.実験-切片作成 

6.実験-脱パラフィンと染色 

7.実験データの収集 

8.実験データの整理

9.実験結果のまとめ

10.結果の分析

11.統計解析

12.研究成果に対する考察

13.報告・発表準備

14.研究内容の確認・修正 

15.修士論文発表会事前準備

16.修士論文発表会

桧原健一郎



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

オフィスアワー 事前にアポイントを取れば対応する。

授業計画 担当者

担当教員による指導 氷見

課題や試験のフィード

バック方法
ディスカッションを通じて随時フィードバックを行う。

履修条件・注意事項 遺伝学、分子生物学、および育種学の知識を備えていること。

事前学習・事後学習とそ

の時間
修士論文研究課題に関連する文献を読み込み、随時ゼミ等で発表する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／フィールドワーク

評価方法と割合 修士論文の作成および発表能力により総合的に評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／１３．気候変動に具体的な対策を／１５．陸の豊かさも守ろう

到達目標 栽培及び育種学に関する研究・実験に主体的に取り組み、科学的な思考力を身に付け、修士論文を完成させる。

授業概要

「植物形態に関わる遺伝子の同定」といった基礎研究から、「地域農業生産現場で必要な技術の開発」といった応

用研究まで、幅広く取り組んでいく。研究を遂行するのに必要となる知識や技術の修得とともに、生命現象そのも

のへの興味を高める研究を行う。

60 授業形態 演習

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必修 単位数 0単位 時間数

授業科目名 （研究指導） 2022年度生 担当者 氷見　英子

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

オフィスアワー 個人研究室にて、月曜～金曜の間、毎日18時30分～19時30分に実施

授業計画 担当者

実験・実習 村上

課題や試験のフィード

バック方法
レポートや課題などは、次回の講義中にフィードバックする。

履修条件・注意事項
植物病理学分野に選考分属した学生を対象とする。　研究を開始する前に、実験を安全に進めるためのレクチャー

を行うので、必ず参加すること。

事前学習・事後学習とそ

の時間

研究課題に関連する書籍や論文、教員より受けた説明内容などを１日あたり概ね１時間程度復習し、必要に応じて

予習も心がける。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション／実習／フィールドワーク

評価方法と割合 卒業論文の作成・提出（50％）およびその過程（50％）で評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

２．飢餓をゼロに／７．エネルギーをみんなに・そしてクリーンに／１３．気候変動に具体的な対策を／１４．海

の豊かさを守ろう／１５．陸の豊かさも守ろう

到達目標 植物病理学に関する研究・実験に主体的に取り組み、科学的な思考力を身に着け、卒業論文を完成させる。

授業概要

「植物に病気を引き起こすメカニズムの解明」といった基礎研究から、「地域農業生産現場で必要な技術の開発」

といった応用研究まで、幅広く取り組んでいく。研究を遂行するのに必要となる知識や技術の修得を、「地域創生

農学演習」などの講義を通じて包括的にサポートする。また、卒業論文の作成に向けて、ただ単に機械的な作業を

繰り返すだけではなく、生命現象そのものへの興味を高める指導を実践していく。

60 授業形態 演習・実験

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必修 単位数 0単位 時間数

授業科目名 （研究指導） 2022年度生 担当者 村上　二朗

配当学科・研究科

 2017～ 2018年度 吉備国際大学 大学院 地域創成農研究

科 地域創1年／ 2018～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 

地域創成農研究科 地域博1年

ナンバリング


